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家鶏の副腎(腎 上体)皮質細胞の形態に就て

松 尾 信 ㌔・一

Studies on the morphology of the adrenal 

     cortical cells in the fowl 

 Shinichi Matsuo

哺乳類の副腎は皮質 と髄質がはつ き り分れ,皮 質では被膜 に近い方か ら球 欺帯(Zona
'glomerUlos

a).索状帯(Zonafasciculata)及 び 網妖帯(Zonareticularis)の 三 暦
ロ

ノハ

が区別され,こ)こ 種 々の細胞型 を見 る.然 し鳥類では皮質と髄質は混在し,哺 乳類で見

る皮質の三暦は区別出来ない.・この研究では家鶏の副腎皮質にも果 レて哺乳類で認められ

る様な種ダの細胞型があるか どうかについて観察 してみた.・

材料 として,当教室 飼育の白色vグ ホン種雄で月齢4カ 月か ら7カ 月に至る16羽 を徒

用 し,屠 殺直後の新鮮 な材料を用いた.之 を主としてChampy法 で固定 し,そ の他に比

較のためRegaud,Bouin等 の固定液 を用いた.材 料は所定の如 くパ ラフィン包埋 して
一3 ～5μ の連続 切片 を造 り,主 としてSeveringhaus法Dで 染色 し,一一ZZのものでHeiden・

hainの 鉄ヘマ トキシ リン及びヘマ トキシリン ・エオジンによる普通染色も併ぜ用いた.

一
、,観 察 、と 考 察 、.ド

家鶏の副腎皮質は鳥類以下の有羊膜類の特徴を示しで複雑な細胞索を造つて髄質の細胞

索 と交錯 し,顯 微鏡下でその一例片を観察すると皮質,髄 質ば小島瓶の細胞群 を造つて入

り混つて見 られる.'・ ・...

著者はこの皮質小島の細胞群を詳細に観察 した結果Champy固 定,Severinghausの

三重染色法により下記の如 くA,Bの2型 の細胞型に分け得ることが判つた.

A型(第1図)… …A型 は細胞体が円型,楕 円形又は多角形で比較的大 きい.全 体に色
'素
に対する親和性が弱 く明るい 観を呈し,細 胞質には酸フクシンに染る微細顆粒 が粗大な

網眼 を造つてならび,他 の残 りの部分 はリポイ ド滴 を含んだ朋 るい細胞質からなる.核

は円形で明るく数個のクuマ チン顆粒 を含んでい る.こ のA型 細 胞 は 明 か にUotila2)

(1939)の 言うpalece11に 相当する.

B型(第2図)… ・・tB型はA型 よ り二般 に小さくザ核 は中央に位置V,細 胞質kは 酸フ

クシぞで好染する微細顆粒 が充満 してい るのが特徴であ り・更に次の1-IVの 四型に区

別出来る.

BI型(第2図1)は 楕円形又は多角形で細胞質に多量の 酸フクシン好性顆粒 を含み,

核は大きく円形でクロマチン顆粒に富み全体 として機能の旺盛なζとを示している.
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BII型(第2図II)はBI型 と細胞質は 略k同 様

で,核 は豊円で大 きく更に濃厚に色素 を摂る.この様な核

の構造は細胞の機能の極めて旺盛なことを示 している.

BIII型(第2図III)はBI,BII型 に較 べ 細胞は

梢 々小形で不規則多角形,細 胞質はBI,BII型 と略々

同様だが,一 般に顆粒 が多少不明瞭である.核 は少しく.

長 めで,BII型 と同様に色素 を濃厚 に摂る.以 上の観察

によつてこの種の絋胞は機能が稍々 退化の過程に入つた

ことを示すものと考えられる.

BIV型(第2図IV)はBIII型 と細胞質 の 形態は

略々同様で,核 は少しく長めな不規則形で凝縮欺を示し

核膜やL不 明瞭で,細 胞は退化の過程に入つたことを示

してい る.

第1図.A型 細 胞.

(顯 看麩 蛋寛 イ寓」…率90×15Abbe氏描 写機 を使 用 した)

第2図.B型 細 胞(そ の四 型').

(暴頁 考設 鐘 倍 率90×15Abbe氏描 写機を使用 した)

以 上著者 の観察 したBI-BIV型 は すべ てUotilaの 言 うfuchsinophilecellに 相

当す るこ とは明かで ある.

Uot11aは 鶏 の 副腎皮質細胞 をpalecellとfuchsinophilece11の 両 細 胞 に大 別 し,

両 型 は同一種類 の細 胞が軍 に機能相 を異 にす るた めの形 態的相 違で あ る と し,palecell

がfuchsinophilece11の 幼 若型で ある と考 えた.そ して 同一皮質 索 中で未 熟 なpaleceU

が 中央 に,成 熟 したfuchsinophilece11が 周辺 に位置 し,最 外暦には後者 の退化変性 の

過 程 にあるものが見 られ ると説 明 してい る..看

著者 の観察 の結果 は上記 の 様 に鶏 の 副腎皮質細胞 に 於 てUotilaの 言 うpalece11と

fuchsinophilece11は そ そそれ著者がA型,B型 と仮称 した細 胞型 に一致 す るこ とは疑

う余地が ない ようで ある.

然 し,palece11(A型)が 未熟で幼若 な細胞で ある とするUotilaの 考 えは著者の材料

か らは判断 出来す,む しろその細 胞 自体の形 態か ら見 て も泡沫 歌の色素嫌性 の分泌物 を含
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む成熟 した広形 な別種の細 胞 とも見 るこ とが出来 る。又Uotilaの 言 う様 な同一皮質 索 中

で 中央部がpalece11で,そ の周縁 に次第 にfuchsinophilece11の 移 行暦が あると言 う

説明はUotilaの 唱 える細胞 一元 説に とつ ては重要 な形態上 の手がか りを与 えるこ とにな

るが,本 研究では認 め られす,一 部 に於 てUotilaの 言 う様な 像 を認 める として も,大 体

の傾向はfuchsinophilece11は 皮 質索 内で索歌 の配 列を見せ て,索 全体 に行 きわた り,

且 つ,palece11で 皮 質索の 周縁 に 見 られる もの もあるか らUotilaの 言 う哺乳 類 で見 る

``Transformationsfelder"に 関係づ けた説明 は少 しく安 当 を{訣くと考 えられ る
.

又,fuchsinophilece11(B型)に 就 て,著 者 は1・-IV型 に分 けたがその形態的変化

か らB型 はすべ て同一種類 の細 胞でBI→BII→BIII→BIVの 様 な機 能相 を推定 して

みた.即 ちBI型 は 分泌機能 の旺盛 にな りつxあ る もの,BII型 は そ の 極 期,BIII型

は下 り坂 にある もの,BIV型 は退化変性 しつNあ る もの と考 えられ る.以 上 の推論 はBI

-BIV型 を結ぶ中間 移行型の ものが多数 に認 め られ るとい う事実が更 に之 を 強 力な もの

としてい る.

Uotilaはfuchsinophilece11は 幼 若 の個体 に多 く存在 し,成 鶏で は減 少 して いる こと

か ら,こ の性質はマ ウ ス のX-zoneの 性 質 に類 似 して い る と言 つ てい る.Bourne3)

(1951),Botella4)(1947)等 もマ ウスのX-zoneと 他 の動物 の副腎皮質 の好 フクシ ン反

応 とは類似 していると言つ ている.

本 観察で もB型(fuchsinophilecell)は 月齢4ヶ月 の ものに非 常 に多 く,月 齢7ヶ

月の もので は減 少してい ることが認 め られた.

更 にUotilaは 鶏 副腎皮質細胞の フクシン好性物質 は哺乳類の副腎皮質内暦 に見 られ る

siderophilesubstanceに 似 てい ると言つてお り,Bourneもこ のフ クシ ン好性物質 と鉄

ヘマ トキシ リン染色 に濃 染す る物 質 とが類似す るこ とを指摘 してい る.本 観察で も鉄 ヘマ

トキシ リン染色法 に よ りかNる 事実が認 め られ,更 にA型(palecell)とB型(fuch-

sinophilece11)の 二 型 の細 胞 も明 らか に区別 出来た.

尚,最 近 に至 りBourneに よれば副腎皮質 は比較 発生学的 に睾丸,卵 巣及び腎臓 の構

造 に類似 し,更 に細胞生理学的 に も副腎皮質 の網状 帯,索状帯 は生殖腺 の浩長 に密接 な る関

係 がある との興 味 ある論説が紹介 されてお り,著 者 は 目下,鶏 に於 てB型(fuchsinophile

cel1)と 生 殖腺 との関係 を追及 しつNあ る.

結 論

1.本 研究に於ける著者の材料か らは,家 鶏副腎皮質細胞はA型(palecell)とB型

(fuchsinophilece11)が 同一・種類の細胞で生理状態 の相違か ら来る外観的変化に過 ぎな

いというUotilaの 考えには未だ充分同意出来す,む しろ別種の細胞の様に思われる.

2.B型(fuchsinophilece11)は それ自身で四型に分けられ,各 型を結ぶ中間 移 行

型のあることか らB型 細胞はA型 細胞とは別の機能相を持つ様に思 われる.

終りにのぞみ,こ の研究について終始 御懇切なる御指導を賜つた加藤嘉太郎教授,又 御

援助を賜つた当教室本岡豊教官,見 上晋一氏に謹んで御礼 申上げる.

(九州大学農学部畜産学第二教室)
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Résumé 

1) Two types of the cells ( pale cell and fuchsinophile cell ) have been 

found in the adrenal cortical cells of the fowl as already reported by Uotila 

(1939). 
2 ) an the contrary to the Uotila's suggestion that the pale cells are 

precursors of active fuchsinophile cells, the author supposes that both cell 
types are distinctly different. 

•( Inst . Zootech. Sci., Fac. of Agri., Kyushu Univ . )


